






































1 http://www2.ninjal.ac.jp/hogen/dp/gaj_dp_i/gaj_all/gaj_all. html (201年2月21日確認)

























































































































































































































































































































f 調査者 ) ( 調査者 )( 調査者 ) 
| 調査 1 調査 1 調査 | 
|データ 1データ 1データ|
l・
言語地図
全国方言分布調査
データベース作成の流れの比較
? ー???
9.3.方言データベースの意義と研究の展開(鑓水)
方言調査データは，言語地図資料としては大量に蓄積されているものの，データベース
化はあまり進んでいない。近年の調査データは基本的に電子化されているが，言語地理学
的調査がさかんだった 1970"'80年代の資料は コンビュータの普及が進んでいなかった
(また，性能が低く複雑なデータを扱えなかった)こともあって，電子化は限定的である。
多くのデータが現在も紙の資料のままの状態にあるが，これは方言調査では，言語地図を
最終報告形式とすることが通例であり，データベースの整備が遅れやすかったことも影響
している。
本調査で計画される方言データベースは，この「全国方言分布調査」だけのために設計
されたものではなく，そうした他の方言調査データについてもデータベース化の方法とし
て採用されることを目標としている。
7.2節でも説明したように，本データベースは1人の話者の調査結果を 1つの XMLファ
イルに記述するものである。基本的には調査票(報告票)の再現を目指しており，調査時
の状況を再現しやすくすることが狙いである。また 一部の話者のデータを追加・修正し
たとしても，残りのデータに全く影響を与えないため，調査期間中でもデータベースを利
用しやすい。
XMLファイルのデータは，スタイルシートによる変換によって調査票に近い状態での閲
覧が可能となる。さらに， XMLファイルを格納しているサーバー側が，利用者のリクエス
トした形式に変換して出力するように，データベース利用のためのツールを提供すること
で，データの分析以外の労力の軽減を目指している。
リクエス卜
(任意の項目・地域・
文字コード・書式 etc)〈
データベース
格納サーバー
:> 加工されたデータのダウンロード
データベースの利用イメージ (1)
データは調査ごとに 1つのフォルダにまとめられるが，フォルダ内は調査票単位でデー
タ化されている。そのため複数の調査データを統合するには，データファイルを統合する
だけでよい。
たとえば，調査Aと調査Bに共通する地域のデータだけを取り出して新しいデータベー
スを作成するには，図のように必要な地点の XMLファイルを取り出せばよい。地点は XML
ファイル内の属性情報のタグを参照することで，特定の条件に適合した話者を選び出すこ
? ????
とができる。両者の調査に共通する「調査項目名」があれば，データファイルの「調査項
目名」タグのある項目を取り出すだけでデータの比較が可能となる。
ただし，調査項目の質問の仕方が同じかどうかといった情報は，調査Aと調査Bのプロ
ジェクトファイルを比較して確認しなければならない。
データベースの利用イメージ (2)
また，応用的なことであるが，言語地図作成や計量的分析を支援するツール群の提供も
重要と思われる。
方言研究においては，言語地図は分析には必要不可欠なものであるものの，コンビュー
タを用いた地図作成方法は，今だ普及過程にある状況といえる。また，既存の方言データ
ベースを利用した計量的分析についてもあまり進んでいない。
データベースを提供しても，考察の手助けになるための地図作成や計量的分析の段階で
つまづいてしまう恐れがある。そのため，データベースの利用においては，データの加工
といった基本的な部分のみならず，言語地図作成のような応用的な部分までを「データベ
ースの利用j として考慮にいれておく必要があるだろう。
以上， XMLを用いた方言データベースの利点について述べた。
「全国方言分布調査」のデータベースだけでなく，全国の貴重な方言調査データの共有
化を促進することによって，時間的変化・地理的変異を動的に分析するためのデータ整備
がなされることが期待される。また，複数の調査を比較するような言語地図の作成や，計
? ?? ，
?
?
量的分析といった研究も促進されることが望まれる。これらは「全国方言分布調査」にお
ける「方言形成過程の解明」という目的にも一致し，今後の方言研究に大きく貢献するで
あろう。
今後，データベースの利用の過程で出た問題などをもとに さらにXMLのフォーマット
の再検討や改訂を行っていきたい。
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